
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事業名 会員協働による木曽国際射撃場ヒノキ間伐材安全柵設置事業 

事業主体 

（連絡先） 

木曽猟友会 

木曽郡木曽町福島 2757-1 

電話番号 0264-24-2211（内線 2445）ＦＡＸ番号 0264-23-3235 

事業区分 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ハード 

総事業費 １，７０８，５００円（うち支援金 １,２８１,０００円） 

 

  事 業 内 容   

安全柵の材料は木曽地域内で森林の機能向上のため実施 

された間伐林分から搬出し、地域内で一部加工を行った 

ヒノキ材を購入し、会員の協働作業により上松町の射撃場 

内に設置した。 

作業実施日 ： 平成２９年１０月２１日（土） 

作業参加数 ： １８名（各支部より参加） 

 

間伐材を用いたことをホームページに掲載するとともに、

間伐材を用いている旨を表示した看板を設置した。 

 

 

  事 業 効 果   

１.射撃場内の安全性が向上した。 

２.ヒノキ間伐材等を 2.0m3使用することにより、地球温暖

化対策として 0.4tの炭素固定が図られた。 

３．木曽産のヒノキの間伐材を使用した取組みを発信する

ことにより、地域木材の普及に向けたＰＲをすることが

できた。 

 

 

  今後の取り組み   

今後においても、野生鳥獣の個体数管理を効率的かつ確

実に遂行し、木曽地域における安全な生活環境の確保と農

林業被害の低減を図るため、射撃技術の向上や安全性の確

保、会員相互の連携強化を目的として各種講習会や、射撃

場施設の機能向上のための活動を行う。 

【目標・ねらい】 

●射撃場内の安全の確保 

●会員協働による作業の際のチーム

ワークの醸成 

●間伐材の使用を広く発信すること

により、需要の増加を図る 

※自己評価【 Ａ 】 

【理由】 

会員の方のチームワークにより、効

率的に安全な柵ができた。 

ホームページの活用することで間

伐材普及のＰＲを行うことができた。 


